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1.　緒　　　　言

南海トラフ地震や首都直下地震のような高レベル地震を
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骨物量を明らかにし，巨大地震に対して必要な耐震性能を
有した上で，経済的かつ合理的な構造が実現できる．
本研究では，耐震性能評価で一般的に使用される数値解
析コードに，新たに部材が破断する挙動を組み込むこと
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破断面観察では，代表として破壊起点となった南側フラ
ンジ下側領域と，き裂進展が急激に加速したウェブ中心部
に着目した．第 7 図に破断面の観察結果を示す．
破壊起点付近の破断面は比較的平たんであり，目立った
ディンプルパターンなどは確認されず，破壊起点付近の破
壊形態は疲労破壊と考えられる．一方でウェブ中心部では
明確なディンプルパターン（第 7 図 -( c ) の黒点）が多
数確認され，延性的に破壊が進行したと考えられる．また
パターンの形状から，最終的には 1 mm
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Manson-Coffin 式 ( 6 ) を用いる．ここで，et はひずみ範囲
（第 12 図のひずみ波形 1 サイクルにおける両振幅値），
Nf はき裂発生に至るまでのサイクル数である．

et = 35Nf 
− 0.45 + 0.74Nf 

− 0.11　 .......................  ( 1 ) 

第 13 図より，試験結果は ( 1 ) 式におおむね近く，本
試験で生じた梁端部のき裂は，( 1 ) 式で安全側の評価が
できる．よって部材を破断と判定する条件として，解析で
得られたひずみ履歴に ( 1 ) 式を適用することで，実現象
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収するはずであった地震エネルギーが上層部に再分配され
たことが原因である．前述のとおり，最終的な地震エネル
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